
研究開発

「精密有機合成」「機能性高分子設計」「微粒子制御」「生
物評価」「光制御」をコア技術として、今後も新たな技術、
製品を生み出すことにこだわり、「独自の革新的な技術
で社会の要請に応える未来創造企業」を目指します。

当社のコア技術
肥料の会社としてスタートした当社は、長い歴史の中

で 「精密有機合成」「機能性高分子設計」「微粒子制御」「生
物評価」「光制御」をコア技術として成長してきました。
これらの技術に一層磨きをかけるとともに、研究所
間、関連部署で緊密な連携を図りながら、それらの技
術を融合させ、新製品・新技術開発および新事業創出
に取り組んでいます。また、大学や他社との共同研究
を行うことで、新たな技術の導入も推進しています。

機能性材料
（無機コロイド）
●スノーテックス®

●オルガノゾル
●モノマーゾル

化学品
(ファインケミカル)
●環境化学品
●TEPIC®

受託医薬品
●ファインテック®

自社新農薬
●タルガ®

●シリウス®

●パーミット®

●ライメイ®

●スターマイト®

●アルテア®

自社医薬品
●リバロ®

●ランデル®

動物薬原薬
●フルララネル

機能性材料
●サンエバー®

●レイアライン®

●ARC®

●OptiStack®

精密有機合成 生物評価微粒子制御 機能性高分子設計 光制御

肥料

無機農薬 石油化学

ヘテロ環化学

精密技術

既存医薬品

導入有機農薬 ポリイミド

珪酸ソーダ アンモニア硫酸

基礎化学品
●半導体用高純度薬品

基礎化学品
●硝酸
●尿素
●メラミン
●シアヌル酸

当社のコア技術と製品

Nissan Chemical Corporation Integrated Report 201935

未来創造に向けた基盤



物質科学研究所
物質科学研究所は、精密有機合成技術を活かした、

農薬・医薬品の研究開発に加え、全社横断的なプロセ
ス研究および物質解析研究など、コーポレート研究機
能を有する当社の中核研究開発拠点です。
 物質解析研究部
 合成研究部
 農薬研究部
 医薬研究部

千葉県船橋市

材料科学研究所
材料科学研究所では、独自性の高い新材料を創出

し、高度化・多様化する市場のニーズに迅速に対応す
るとともに、新たな市場の形成を目指した次世代材料
の研究にも注力しています。
 ディスプレイ材料研究部
 半導体材料研究部
 無機材料研究部
 先端材料研究部
 次世代材料研究部

生物科学研究所
生物科学研究所は、農薬、医薬品および医療材料の
有用性と安全性に係る評価研究など、ライフサイエン
スの研究拠点としての役割を担っています。
 農薬研究部
 安全性研究部
 医薬研究部
 医療材料研究グループ

埼玉県白岡市

研究開発費
当社グループは研究開発を成長の源泉と捉え、経営
資源を集中的に投下しています。
直近5年間累計の研究費は819億円。機能性材料と
ライフサイエンス（農業化学品・医薬品）への研究開発
費はそれぞれ全体の46％、39％を占めています。

化学品
機能性材料

農業化学品
医薬品

その他
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